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支
部
山
行

岩
神
山
・
秋
葉
山
・
長
根
山

小

松

芳

美

 
 
 

三
月
末
の
事
務
局
会
議
で
「
小
松
さ

ん
が
春
山
行
を
計
画
し
て
。
大
館
の
三

哲
山
は
ど
う
。
」
の
声
掛
け
で
私
は
山
行

担
当
の
大
役
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

四
月
四
日
、
鎌
田
副
支
部
長
、
小
松
、

そ
れ
と
山
友
二
名
の
四
人
パ
ー
テ
ィ
で

大
館
市
十
二
所
の
三
哲
山
の
下
見
に
向

か
っ
た
。
遙
拝
所
か
ら
三
哲
神
社
ま
で

を
一
気
に
登
る
が
、
物
足
り
な
さ
を
感

じ
、
頂
上
を
踏
む
こ
と
な
く
鳳
凰
山
へ

と
向
か
っ
た
。

長
根
山
運
動
公
園
駐
車
場
か
ら
大
回

り
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
岩
神
山
～
鳳
凰

山
～
秋
葉
山
を
巡
る
十
一
ｋ
ｍ
．
五
時

間
の
コ
ー
ス
を
下
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。下

見
は
し
た
も
の
の
、
私
は
初
の
山

行
担
当
で
経
験
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

春
の
山
行
を
ど
こ
の
コ
ー
ス
に
す
る
か

悩
み
、
先
輩
会
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
「
秋
葉
山
と
長
根
山
の
周
回
コ
ー
ス
」

に
決
定
し
た
。

五
月
二
十
日
、
支
部
員
六
名
と
山
友

九
人
の
十
五
人
が
、
大
館
市
長
根
山
運

動
公
園
駐
車
場
か
ら
九
時
出
発
。

柳
田
さ
ん
ご
夫
妻
と
佐
藤
英
實
さ
ん

は
「
少
年
自
然
の
家
」
駐
車
場
か
ら
直

接
秋
葉
山
に
登
る
こ
と
に
し
、
早
め
に

出
発
。

新
緑
の
岩
神
貯
水
池
の
歩
道
を
進
む

と
岩
神
山
登
山
口
に
着
く
。
予
定
に
な

か
っ
た
岩
神
山
（
一
九
二
ｍ
）
へ
は
、

ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
し
て
ピ
ス
ト
ン
登
山
。

登
山
者
が
少
な
く
、
登
山
道
は
不
明
瞭

で
滑
り
や
す
く
、
山
頂
が
岩
峰
の
岩
神

山
を
ゆ
っ
く
り
と
往
復
し
た
。

岩
神
貯
水
池
を
回
り
込
み
、
沼
窪
神

社
へ
。
私
は
、
ル
ー
ト
図
を
作
成
し
て

い
た
に
も
拘
ら
ず
沼
窪
神
社
へ
向
か
う

コ
ー
ス
を
二
度
も
迷
っ
て
し
ま
う
。
ベ

テ
ラ
ン
会
員
の
ア
シ
ス
ト
も
あ
り
無
事

に
辿
り
着
い
た
が
、
準
備
不
足
を
反
省

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
や
や
急
と
思
わ
れ

る
登
山
道
を
進
む
と
沼
窪
神
社
の
ご
神

体
「
沼
の
窪
」
に
出
て
、
そ
の
先
に
神

社
が
あ
っ
た
。
神
社
隣
に
は
相
善
社
が

あ
り
、
木
馬
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

神
社
裏
手
か
ら
秋
葉
山
へ
続
く
、
今

日
一
番
の
急
な
登
山
道
を
登
り
、
尾
根

に
出
る
と
間
も
な
く
、
秋
葉
山
（
三
二

八
ｍ)

山
頂
に
十
一
時
頃
に
着
い
た
。

こ
こ
で
記
念
撮
影
。
支
部
旗
を
忘
れ

て
き
た
の
で
、
佐
藤
博
さ
ん
の
タ
オ
ル

を
広
げ
て
撮
影
。

秋
葉
山
で
の
昼
食
は
、
大
館
市
街
を

間
近
に
見
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
。
登

山
で
痩
せ
る
つ
も
り
が
皆
様
か
ら
差
し

入
れ
を
い
た
だ
き
、
体
重
増
と
な
っ
た
。

十
二
時
頃
、
下
山
開
始
。
整
備
さ
れ

た
登
山
道
を
歩
き
、
長
根
山
を
目
指
す
。

少
年
の
家
近
く
の
展
望
台
脇
に
長
根
山

（
二
〇
三
ｍ
）
の
標
柱
が
あ
っ
た
。

結
果
的
に
は
、
岩
神
山
、
秋
葉
山
、

長
根
山
の
三
山
を
駆
け
巡
っ
た
こ
と
に

な
っ
た
。

十
三
時
、
駐
車
場
着
解
散
。

計
画
段
階
で
は
天
気
予
報
は
雨
模
様

だ
っ
た
が
、
山
行
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

晴
れ
マ
ー
ク
も
現
れ
、
当
日
は
ほ
ぼ
快

晴
。
や
や
強
い
風
も
あ
り
な
が
ら
、
新

緑
の
樹
林
帯
が
こ
れ
ら
を
緩
和
し
、
登

山
に
適
し
た
好
天
と
な
っ
た
。

参
加
者

鈴
木
裕
子

三
浦
昭
男

佐
藤
博
、
柳
田
勇
悦

佐
藤
英
實

小
松
芳
美

柳
田
ル
イ
子
外
八
名

春 の 支 部 山 行

秋葉山山頂で
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山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

古古
道道
調調
査査
担担
当当  

三三  

浦浦  

昭昭  

男男  
  

〇〇
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
のの
状状
況況 

日
本
山
岳
会
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
の
古
道
調
査
は
令
和
三
年

に
始
ま
り
、
令
和
七
年
度
ま
で
の
五
ケ

年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

「
古
道
百
二
十
選
」
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
調
査
も
、
今
年
で
三
年
目
の
大

詰
め
の
年
で
も
あ
る
。 

 

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
で
山
岳
古
道

の
立
ち
上
げ
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
古
道
の
名

称
、
概
要
、
写
真
、
略
図
を
先
日
、
本

部
に
報
告
し
た
。 

本
部
に
は
既
に
全
国
支
部
か
ら
二
十

数
件
の
原
稿
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
準
備
を
整
え
て
い
く
と

の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
全
国

支
部
の
進
捗
状
況
と
情
報
交
換
を
行
う

た
め
、
本
部
と
支
部
と
の
個
別
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

〇〇
本本
部部
とと
秋秋
田田
支支
部部
とと
のの
個個
別別
オオ
ンン
ララ

イイ
ンン
会会
議議  

五
月
二
十
二
日
、
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
行
わ
れ
た
。 

【【
秋秋
田田
支支
部部
のの
説説
明明
】】  

白
木
峠
に
つ
い
て
は
、
追
加
の
現
地

調
査
等
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
と

め
と
し
て
は
年
内
を
予
定
し
て
い
る
。 

鳥
海
山
に
つ
い
て
は
、
調
査
内
容
も

ほ
ぼ
ま
と
め
の
段
階
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

秋
田
街
道
に
つ
い
て
は
、
岩
手
支
部

と
合
同
調
査
を
し
て
お
り
、
ま
と
め
は

岩
手
支
部
。
秋
田
県
側
に
係
る
調
査
資

料
は
岩
手
支
部
に
提
出
し
て
い
る
。 

【【
本本
部部
とと
のの
質質
疑疑
】】  

◎
白
木
峠
の
ま
と
め
は
い
つ
ご
ろ
か
。

▲
具
体
的
な
期
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
出
来
る
だ
け
早
く
ま
と
め
た
い
。 

◎
鳥
海
山
の
ま
と
め
は
い
つ
ご
ろ
か
。

▲
測
量
も
含
め
た
デ
ー
タ
も
ほ
ぼ
揃
え

て
い
る
が
、
提
出
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
。 

◎
矢
島
街
道
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か 

▲
令
和
四
年
四
月
で
矢
立
街
道
と
矢
島

街
道
が
推
薦
古
道
か
ら
外
れ
、
一
時
保

留
の
話
し
も
出
て
い
た
が
、
当
支
部
で

は
調
査
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と

解
し
、
調
査
は
し
て
い
な
い
。 

▲
秋
田
側
か
ら
見
れ
ば
、
江
戸
へ
の
殿

様
街
道
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
の
道

で
あ
る
。
し
か
し
、
山
形
側
に
し
て
見

れ
ば
峰
越
ま
で
林
道
を
整
備
し
観
光
地

化
し
て
お
り
、
古
道
に
対
す
る
感
心
は

殆
ど
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
秋
田
側
だ

け
ま
と
め
て
も
一
貫
し
た
調
査
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
。 

矢
島
街
道
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
「
本
部
で
も
う
一
度
考
え
て
み

る
。
」
と
の
こ
と
で
会
議
は
十
八
時
五
十

分
に
終
了
。 

出出
席席
者者  

  
  

 

本
部 

 

永
田
弘
太
郎 

高
橋
潤
一 

松
本
博
子 

 

秋
田
支
部 

佐
藤
助
雄 

後
藤
浩
二

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

▲
古古
道道PP

TT

本本
部部  

七七
月月
会会
議議
議議
事事
録録
（（
抜抜
粋粋
））  

七
月
五
日
十
九
時
～
十
九
時
五
十
分 

ル
ー
ム
お
よ
びz

o
om 

参参
加加
者者  

  

ル
ー
ム 

近
藤 

永
田 

高
橋 

松
本 

z
o
om

 
 

小
林 

田
中 

古
野 

銘
苅 

泉
谷 

山
行
委
員
会
長
島 

山
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー 

各
支
部
の
古
道
担
当
者 

秋
田
支
部zoom

出
席
者 

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

▲
原
稿
等
提
出
の
進
捗
状
況
（
近
藤
） 

本
編
用
が
十
三
で
、
神
奈
川
支
部
・

越
後
支
部
・
京
都
滋
賀
支
部
は
全
て
提

出
済
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
用
は
九
十
三
。 

▲
熊熊
野野
古古
道道
イイ
ベベ
ンン
トト
（（
近近
藤藤
）） 

目
的
は
、
日
本
山
岳
会
会
員
全
員
に

古
道
調
査
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
必
要
と
い
う
こ
と
。 

二
〇
二
四
年
五
月
十
八
日
（
土
）
に
、

熊
野
古
道
の
中
辺
路
、
小
辺
路
、
奥
駈

道
を
歩
く
。 

▲
矢矢
島島
街街
道道
（（
高高
橋橋
）） 

先
月
、
個
人
で
実
地
踏
査
を
し
て
き

た
が
、
切
留
本
陣
跡
か
ら
秋
田
側
登
山

口
ま
で
の
二
～
三
km
が
刈
払
い
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
秋
田
側
登
山
口
か
ら

甑
峠
を
通
り
、
山
形
側
登
山
口
に
至
る

部
分
は
一
時
間
く
ら
い
で
歩
く
こ
と
が

で
き
、
道
の
状
態
も
よ
い
。
山
形
側
登

山
口
か
ら
及
位
ま
で
は
、
林
道
と
重
な

る
部
分
も
あ
り
、
古
道
と
し
て
は
不
明
。

文
献
等
の
資
料
は
、
山
形
県
立
図
書
館

や
真
室
川
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
。 

（（
近近
藤藤
））
今
後
、
百
二
十
に
入
れ
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
が
、
も
し
矢
島

街
道
が
百
二
十
の
古
道
か
ら
は
ず
れ
る

と
な
る
と
、
一
部
の
古
道
の
番
号
が
ず

れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。 

▲
次次
回回
のの
会会
議議
は
、
八
月
二
日
十
九
時

か
ら
。
十
九
時
半
か
ら
各
支
部
の
古
道

担
当
者
も
入
っ
て
行
う
。 

                    

七七
月月
のの
豪豪
雨雨
災災
害害
にに
よよ
るる  

太太
平平
山山
登登
山山
道道
のの
状状
況況  

  

仁
別
林
道
（
旭
又
ま
で
の
車
道
）
、

旭
又
駐
車
場
及
び
登
山
道
、
野
田 

登
山
口
へ
の
林
道
な
ど
、
過
去
に 

な
い
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生 

し
て
い
る
。 

な
お
、
金
山
滝
か
ら
中
岳
ま
で
の 

木
曽
石
コ
ー
ス
や
、
二
手
の
又 

コ
ー
ス
は
多
少
荒
れ
て
い
る
が 

通
行
可
能
で
あ
る
。 

山
頂
の
山
小
屋
は
閉
鎖
。 

（
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
情
報
） 

太太
平平
山山
山山
開開
きき
市市
民民
登登
山山  

  

七
月
九
日(

日)

に
予
定
さ
れ
て
い 

た
「
太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
」 

は
、
雨
の
た
め
中
止
。 

 

第
36
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会

青
森
支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

七
月
一
日
～
二
日
、
八
戸
市
で
開
催

さ
れ
た
地
区
集
会
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

四
年
ぶ
り
の
開
催
で
も
あ
る
せ
い
か
、

参
加
者
は
一
三
四
名
と
多
く
、
集
会
は

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
が
、
宿
泊
は

三
カ
所
に
分
散
さ
れ
、
会
場
と
ホ
テ
ル

間
は
大
型
バ
ス
で
の
移
動
と
な
り
、
集

合
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
森
支
部
創
立
三
十
周
年
式
典
に
は

新
た
に
就
任
し
た
橋
本
し
を
り
本
会
会

長
も
出
席
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
。

懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し

た
各
支
部
の
方
々
や
、
旧
知
の
会
員
と

交
流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。

二
日
目
の
朝
食
は
、
岸
壁
朝
市
で
各

自
が
自
由
に
購
入
し
て
食
す
る
と
い
う

集
会
で
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。

階
上
岳
登
山

佐
々
木
民
秀

早
朝
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
岸
壁
朝

市
の
見
学
と
朝
食
を
終
え
、
晴
天
の
下

に
一
路
階
上
岳
へ
の
登
山
口
で
あ
る

「
し
る
し
平
駐
車
場
」
へ
。

階
上
岳
へ
は
平
成
十
五
年
に
支
部
有

志
と
共
に
登
っ
て
い
る
の
で
、
実
に
二

十
年
ぶ
り
で
あ
る
。

参
加
者
も
八
十
余
名
と
数
多
く
、
赤

コ
ー
ス
と
緑
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
九
時

頃
出
発
。

秋
田
支
部
五
名
は
、
赤
コ
ー
ス
を
一

班
と
し
て
千
葉
支
部
三
名
等
と
共
に
登

る
。
コ
ー
ス
は
終
始
樹
林
帯
の
緩
い
斜

面
（
途
中
、
分
岐
多
し
、
標
識
は
主
コ

ー
ス
の
み
で
要
注
意
）
を
登
っ
て
、
小

祠
と
大
岩
等
の
あ
る
明
る
い
山
頂
に
十

一
時
少
し
前
に
到
着
。

緑
コ
ー
ス
か
ら
の
班
も
合
流
し
、
山

頂
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
賑
わ
い
。

樹
木
が
大
き
く
な
り
、
か
つ
て
の
眺

望
は
望
め
ず
、
八
戸
方
面
の
み
。

昼
食
と
記
念
撮
影
後
、
緑
コ
ー
ス
を

下
山
。
テ
レ
ビ
局
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
つ

「
大
開
駐
車
場
」
か
ら
緑
コ
ー
ス
を
更

に
下
っ
て
午
後
一
時
「
し
る
し
平
」
駐

車
場
へ
下
山
し
た
。

一
等
三
角
点
の
あ
る
山
頂
で
は
、
神

崎
忠
男
元
副
会
長
始
め
、
田
辺
信
行
元

越
後
事
務
局
長
、
千
石
宮
城
支
部
長
等
、

そ
の
他
多
く
の
面
々
と
久
々
の
会
談
に
、

小
生
に
と
っ
て
は
よ
き
米
寿
の
記
念
登

山
と
な
っ
た
。

種
差
海
岸
散
策

堀
井

弘

岸
壁
広
場
朝
市
か
ら
八
時
三
十
分
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
参
加
者
三
十
余
名
蕪

島
へ
。
山
頂
に
あ
る
神
社
は
早
朝
の
た

め
登
れ
ず
、
下
の
鳥
居
の
前
か
ら
参
拝
。

無
数
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
乱
舞
し
て
い
て
糞

の
雨
の
跡
が
路
面
を
覆
っ
て
い
て
早
々

に
移
動
。

蕪
島
か
ら
種
差
海
岸
ま
で
約
十
㎞
の

散
策
で
あ
る
。
舗
装
さ
れ
た
路
面
を
歩

き
水
族
館
を
過
ぎ
る
と
海
岸
沿
い
の
歩

道
歩
き
と
な
る
。
磯
海
岸
は
ス
カ
シ
ユ

リ
や
キ
ジ
ム
シ
ロ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、

ハ
マ
ナ
ス
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
等
の
群

落
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
エ
ゾ
フ
ウ

ロ
等
が
目
に
つ
い
た
。

葦
毛
崎
展
望
台
を
過
ぎ
た
あ
た
り
の

歩
道
か
ら
見
え
る
岩
々
に
張
り
付
く
よ

う
に
ス
カ
シ
ユ
リ
が
咲
い
て
い
て
海
、

波
、
岩
、
花
の
調
和
が
と
て
も
綺
麗
だ

っ
た
。

鳴
砂
の
大
須
賀
海
岸
歩
き
は
、
砂
に

足
が
取
ら
れ
疲
れ
る
。
一
面
黄
色
で
埋

め
尽
く
す
月
見
草
や
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の

群
落
は
見
事
だ
っ
た
。

整
備
さ
れ
た
種
差
海
岸
遊
歩
道
を
歩

き
、
太
平
洋
の
荒
波
に
削
ら
れ
た
海
岸

線
の
岩
峰
群
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
、
よ

う
や
く
種
差
天
然
芝
地
に
十
一
時
三
十

分
頃
到
着
。
弁
当
を
広
げ
て
い
る
と
ウ

ミ
ネ
コ
が
近
づ
い
て
き
て
、
鋭
い
く
ち

ば
し
で
狙
っ
て
離
れ
な
い
。
観
光
客
の

餌
や
り
の
せ
い
だ
と
思
う
。

種
差
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

か
ら
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
午
後
二

時
、
帰
路
に
つ
い
た
。

参
加
者

階
上
岳

佐
々
木
民
秀

今
野
昌
雄

鎌
田
倫
夫

三
浦
昭
男

小
松
芳
美

種
差
海
岸

鈴
木
裕
子

堀
井
弘

大
船
武
彦

種差海岸自然芝生地で

千葉支部等と階上岳山頂で

須々田青森支部長挨拶



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

古古
道道
調調
査査
担担
当当  

三三  

浦浦  

昭昭  

男男  
  

〇〇
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
のの
状状
況況 

日
本
山
岳
会
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
の
古
道
調
査
は
令
和
三
年

に
始
ま
り
、
令
和
七
年
度
ま
で
の
五
ケ

年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

「
古
道
百
二
十
選
」
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
調
査
も
、
今
年
で
三
年
目
の
大

詰
め
の
年
で
も
あ
る
。 

 

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
で
山
岳
古
道

の
立
ち
上
げ
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
古
道
の
名

称
、
概
要
、
写
真
、
略
図
を
先
日
、
本

部
に
報
告
し
た
。 

本
部
に
は
既
に
全
国
支
部
か
ら
二
十

数
件
の
原
稿
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
準
備
を
整
え
て
い
く
と

の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
全
国

支
部
の
進
捗
状
況
と
情
報
交
換
を
行
う

た
め
、
本
部
と
支
部
と
の
個
別
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

〇〇
本本
部部
とと
秋秋
田田
支支
部部
とと
のの
個個
別別
オオ
ンン
ララ

イイ
ンン
会会
議議  

五
月
二
十
二
日
、
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
行
わ
れ
た
。 

【【
秋秋
田田
支支
部部
のの
説説
明明
】】  

白
木
峠
に
つ
い
て
は
、
追
加
の
現
地

調
査
等
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
と

め
と
し
て
は
年
内
を
予
定
し
て
い
る
。 

鳥
海
山
に
つ
い
て
は
、
調
査
内
容
も

ほ
ぼ
ま
と
め
の
段
階
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

秋
田
街
道
に
つ
い
て
は
、
岩
手
支
部

と
合
同
調
査
を
し
て
お
り
、
ま
と
め
は

岩
手
支
部
。
秋
田
県
側
に
係
る
調
査
資

料
は
岩
手
支
部
に
提
出
し
て
い
る
。 

【【
本本
部部
とと
のの
質質
疑疑
】】  

◎
白
木
峠
の
ま
と
め
は
い
つ
ご
ろ
か
。

▲
具
体
的
な
期
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
出
来
る
だ
け
早
く
ま
と
め
た
い
。 

◎
鳥
海
山
の
ま
と
め
は
い
つ
ご
ろ
か
。

▲
測
量
も
含
め
た
デ
ー
タ
も
ほ
ぼ
揃
え

て
い
る
が
、
提
出
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
。 

◎
矢
島
街
道
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か 

▲
令
和
四
年
四
月
で
矢
立
街
道
と
矢
島

街
道
が
推
薦
古
道
か
ら
外
れ
、
一
時
保

留
の
話
し
も
出
て
い
た
が
、
当
支
部
で

は
調
査
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と

解
し
、
調
査
は
し
て
い
な
い
。 

▲
秋
田
側
か
ら
見
れ
ば
、
江
戸
へ
の
殿

様
街
道
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
の
道

で
あ
る
。
し
か
し
、
山
形
側
に
し
て
見

れ
ば
峰
越
ま
で
林
道
を
整
備
し
観
光
地

化
し
て
お
り
、
古
道
に
対
す
る
感
心
は

殆
ど
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
秋
田
側
だ

け
ま
と
め
て
も
一
貫
し
た
調
査
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
。 

矢
島
街
道
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
「
本
部
で
も
う
一
度
考
え
て
み

る
。
」
と
の
こ
と
で
会
議
は
十
八
時
五
十

分
に
終
了
。 

出出
席席
者者  

  
  

 

本
部 

 

永
田
弘
太
郎 

高
橋
潤
一 

松
本
博
子 

 

秋
田
支
部 

佐
藤
助
雄 

後
藤
浩
二

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

▲
古古
道道PP

TT

本本
部部  

七七
月月
会会
議議
議議
事事
録録
（（
抜抜
粋粋
））  

七
月
五
日
十
九
時
～
十
九
時
五
十
分 

ル
ー
ム
お
よ
びz

o
om 

参参
加加
者者  

  

ル
ー
ム 

近
藤 

永
田 

高
橋 

松
本 

z
o
om

 
 

小
林 

田
中 

古
野 

銘
苅 

泉
谷 

山
行
委
員
会
長
島 

山
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー 

各
支
部
の
古
道
担
当
者 

秋
田
支
部zoom

出
席
者 

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

▲
原
稿
等
提
出
の
進
捗
状
況
（
近
藤
） 

本
編
用
が
十
三
で
、
神
奈
川
支
部
・

越
後
支
部
・
京
都
滋
賀
支
部
は
全
て
提

出
済
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
用
は
九
十
三
。 

▲
熊熊
野野
古古
道道
イイ
ベベ
ンン
トト
（（
近近
藤藤
）） 

目
的
は
、
日
本
山
岳
会
会
員
全
員
に

古
道
調
査
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
必
要
と
い
う
こ
と
。 

二
〇
二
四
年
五
月
十
八
日
（
土
）
に
、

熊
野
古
道
の
中
辺
路
、
小
辺
路
、
奥
駈

道
を
歩
く
。 

▲
矢矢
島島
街街
道道
（（
高高
橋橋
）） 

先
月
、
個
人
で
実
地
踏
査
を
し
て
き

た
が
、
切
留
本
陣
跡
か
ら
秋
田
側
登
山

口
ま
で
の
二
～
三
km
が
刈
払
い
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
秋
田
側
登
山
口
か
ら

甑
峠
を
通
り
、
山
形
側
登
山
口
に
至
る

部
分
は
一
時
間
く
ら
い
で
歩
く
こ
と
が

で
き
、
道
の
状
態
も
よ
い
。
山
形
側
登

山
口
か
ら
及
位
ま
で
は
、
林
道
と
重
な

る
部
分
も
あ
り
、
古
道
と
し
て
は
不
明
。

文
献
等
の
資
料
は
、
山
形
県
立
図
書
館

や
真
室
川
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
。 

（（
近近
藤藤
））
今
後
、
百
二
十
に
入
れ
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
が
、
も
し
矢
島

街
道
が
百
二
十
の
古
道
か
ら
は
ず
れ
る

と
な
る
と
、
一
部
の
古
道
の
番
号
が
ず

れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。 

▲
次次
回回
のの
会会
議議
は
、
八
月
二
日
十
九
時

か
ら
。
十
九
時
半
か
ら
各
支
部
の
古
道

担
当
者
も
入
っ
て
行
う
。 

                    

七七
月月
のの
豪豪
雨雨
災災
害害
にに
よよ
るる  

太太
平平
山山
登登
山山
道道
のの
状状
況況  

  

仁
別
林
道
（
旭
又
ま
で
の
車
道
）
、

旭
又
駐
車
場
及
び
登
山
道
、
野
田 

登
山
口
へ
の
林
道
な
ど
、
過
去
に 

な
い
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生 

し
て
い
る
。 

な
お
、
金
山
滝
か
ら
中
岳
ま
で
の 

木
曽
石
コ
ー
ス
や
、
二
手
の
又 

コ
ー
ス
は
多
少
荒
れ
て
い
る
が 

通
行
可
能
で
あ
る
。 

山
頂
の
山
小
屋
は
閉
鎖
。 

（
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
情
報
） 

太太
平平
山山
山山
開開
きき
市市
民民
登登
山山  

  

七
月
九
日(

日)

に
予
定
さ
れ
て
い 

た
「
太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
」 

は
、
雨
の
た
め
中
止
。 

 

第
36
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会

青
森
支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

七
月
一
日
～
二
日
、
八
戸
市
で
開
催

さ
れ
た
地
区
集
会
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

四
年
ぶ
り
の
開
催
で
も
あ
る
せ
い
か
、

参
加
者
は
一
三
四
名
と
多
く
、
集
会
は

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
が
、
宿
泊
は

三
カ
所
に
分
散
さ
れ
、
会
場
と
ホ
テ
ル

間
は
大
型
バ
ス
で
の
移
動
と
な
り
、
集

合
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
森
支
部
創
立
三
十
周
年
式
典
に
は

新
た
に
就
任
し
た
橋
本
し
を
り
本
会
会

長
も
出
席
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
。

懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し

た
各
支
部
の
方
々
や
、
旧
知
の
会
員
と

交
流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。

二
日
目
の
朝
食
は
、
岸
壁
朝
市
で
各

自
が
自
由
に
購
入
し
て
食
す
る
と
い
う

集
会
で
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。

階
上
岳
登
山

佐
々
木
民
秀

早
朝
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
岸
壁
朝

市
の
見
学
と
朝
食
を
終
え
、
晴
天
の
下

に
一
路
階
上
岳
へ
の
登
山
口
で
あ
る

「
し
る
し
平
駐
車
場
」
へ
。

階
上
岳
へ
は
平
成
十
五
年
に
支
部
有

志
と
共
に
登
っ
て
い
る
の
で
、
実
に
二

十
年
ぶ
り
で
あ
る
。

参
加
者
も
八
十
余
名
と
数
多
く
、
赤

コ
ー
ス
と
緑
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
九
時

頃
出
発
。

秋
田
支
部
五
名
は
、
赤
コ
ー
ス
を
一

班
と
し
て
千
葉
支
部
三
名
等
と
共
に
登

る
。
コ
ー
ス
は
終
始
樹
林
帯
の
緩
い
斜

面
（
途
中
、
分
岐
多
し
、
標
識
は
主
コ

ー
ス
の
み
で
要
注
意
）
を
登
っ
て
、
小

祠
と
大
岩
等
の
あ
る
明
る
い
山
頂
に
十

一
時
少
し
前
に
到
着
。

緑
コ
ー
ス
か
ら
の
班
も
合
流
し
、
山

頂
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
賑
わ
い
。

樹
木
が
大
き
く
な
り
、
か
つ
て
の
眺

望
は
望
め
ず
、
八
戸
方
面
の
み
。

昼
食
と
記
念
撮
影
後
、
緑
コ
ー
ス
を

下
山
。
テ
レ
ビ
局
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
つ

「
大
開
駐
車
場
」
か
ら
緑
コ
ー
ス
を
更

に
下
っ
て
午
後
一
時
「
し
る
し
平
」
駐

車
場
へ
下
山
し
た
。

一
等
三
角
点
の
あ
る
山
頂
で
は
、
神

崎
忠
男
元
副
会
長
始
め
、
田
辺
信
行
元

越
後
事
務
局
長
、
千
石
宮
城
支
部
長
等
、

そ
の
他
多
く
の
面
々
と
久
々
の
会
談
に
、

小
生
に
と
っ
て
は
よ
き
米
寿
の
記
念
登

山
と
な
っ
た
。

種
差
海
岸
散
策

堀
井

弘

岸
壁
広
場
朝
市
か
ら
八
時
三
十
分
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
参
加
者
三
十
余
名
蕪

島
へ
。
山
頂
に
あ
る
神
社
は
早
朝
の
た

め
登
れ
ず
、
下
の
鳥
居
の
前
か
ら
参
拝
。

無
数
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
乱
舞
し
て
い
て
糞

の
雨
の
跡
が
路
面
を
覆
っ
て
い
て
早
々

に
移
動
。

蕪
島
か
ら
種
差
海
岸
ま
で
約
十
㎞
の

散
策
で
あ
る
。
舗
装
さ
れ
た
路
面
を
歩

き
水
族
館
を
過
ぎ
る
と
海
岸
沿
い
の
歩

道
歩
き
と
な
る
。
磯
海
岸
は
ス
カ
シ
ユ

リ
や
キ
ジ
ム
シ
ロ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、

ハ
マ
ナ
ス
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
等
の
群

落
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
エ
ゾ
フ
ウ

ロ
等
が
目
に
つ
い
た
。

葦
毛
崎
展
望
台
を
過
ぎ
た
あ
た
り
の

歩
道
か
ら
見
え
る
岩
々
に
張
り
付
く
よ

う
に
ス
カ
シ
ユ
リ
が
咲
い
て
い
て
海
、

波
、
岩
、
花
の
調
和
が
と
て
も
綺
麗
だ

っ
た
。

鳴
砂
の
大
須
賀
海
岸
歩
き
は
、
砂
に

足
が
取
ら
れ
疲
れ
る
。
一
面
黄
色
で
埋

め
尽
く
す
月
見
草
や
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の

群
落
は
見
事
だ
っ
た
。

整
備
さ
れ
た
種
差
海
岸
遊
歩
道
を
歩

き
、
太
平
洋
の
荒
波
に
削
ら
れ
た
海
岸

線
の
岩
峰
群
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
、
よ

う
や
く
種
差
天
然
芝
地
に
十
一
時
三
十

分
頃
到
着
。
弁
当
を
広
げ
て
い
る
と
ウ

ミ
ネ
コ
が
近
づ
い
て
き
て
、
鋭
い
く
ち

ば
し
で
狙
っ
て
離
れ
な
い
。
観
光
客
の

餌
や
り
の
せ
い
だ
と
思
う
。

種
差
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

か
ら
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
午
後
二

時
、
帰
路
に
つ
い
た
。

参
加
者

階
上
岳

佐
々
木
民
秀

今
野
昌
雄

鎌
田
倫
夫

三
浦
昭
男

小
松
芳
美

種
差
海
岸

鈴
木
裕
子

堀
井
弘

大
船
武
彦

種差海岸自然芝生地で

千葉支部等と階上岳山頂で

須々田青森支部長挨拶



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

六六
月月
一一
日日

秋秋

田田

駒駒

ケケ

岳岳

山山

開開

きき  
  

秋
田
駒
ケ
岳
の
山
開
き
行
事
は
、
六

月
一
日
、
八
合
目
で
神
事
と
式
典
が
行

わ
れ
た
。 

約
八
十
名
が
参
加
し
た
記
念
登
山
で

は
、
男
岳
の
山
頂
で
、
南
八
幡
平
山
岳

会
高
橋
吉
一
副
会
長
と
、
岩
手
県
国
見

温
泉
側
か
ら
登
っ
た
雫
石
山
岳
協
会
三

浦
会
長
と
で
ピ
ッ
ケ
ル
の
交
換
が
行
わ

れ
た
。 

 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

田
口
善
信 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

畠
山
靖 

 令令

和和

五五

年年

度度

支支

部部

連連

絡絡

会会

議議  
 

令
和
五
年
六
月
八
日
（
木
）
十
九
時
か

ら
二
十
一
時
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。 

詳
細
は
次
号
。 

 

出
席
者 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美  

   

本本
会会
通通
常常
総総
会会
開開
催催 

 
 令

和
五
年
六
月
二
十
四
日
（
土
） 

午

後
二
時
か
ら
、
千
代
田
区
主
婦
会
館
で

開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
。 

（
会
報
七
月
号
第
九
三
八
号
参
照
）  

会会
員員
数数
情情
報報 

 
 

令
和
四
年
度
末 

  

◎◎
会会

員員

数数  
  
  
    

  

四四
二二
八八
〇〇
名名  

 
 

名
誉
会
員 

 
 
 
 

 
 

四
名 

永
年
会
員 

 
 
 
 

四
六
四
名 

 
 

終
身
会
員 

 
 
 
 
 

十
四
名 

 
 

通
常
会
員 

 
 
 

三
五
四
九
名 

 
 

青
年
会
員 

 
 
 

 
 

四
九
名 

 
 

家
族
会
員 
 
 
 
 

一
二
八
名 

 
 

団
体
会
員 

 
 
 

 
 

七
二
名 

◎◎
準準  
会会  

員員            
          

二二
五五
九九
名名  

  

秋秋
田田
支支
部部
会会
員員
数数  

  
  

四四
十十
八八
名名 

（
令
和
五
年
四
月
一
日
現
在
） 

    

                

  

中中

央央

地地

区区

山山

岳岳

協協

議議

会会

総総

会会  
  

 報報
告告  

小小  

松松  

芳芳  

美美  

六
月
十
日 

午
前
十
一
時
か
ら
秋
田

市
三
吉
神
社
斎
館
で
開
催
。 

出
席
者 

十
四
名 

秋
田
支
部 

小
松
芳
美 

他
団
体
か
ら
出
席
の
秋
田
支
部
会
員 

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
博 

 
 

 

令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、
令
和
五
年
度
事

業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
、
大
平
山

山
開
き
登
山
会
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。 

課
題
と
し
て
、
協
議
会
の
予
算
が
い

ず
れ
は
逼
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
秋
田
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
負
担
金
が
年
額
一
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
、

今
後
は
同
協
会
か
ら
の
脱
会
を
含
め
検

討
が
必
要
で
あ
る
等
。
今
後
も
協
議
会

が
連
携
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

ま
た
、
佐
々
木
会
長
か
ら
の
依
頼
も

あ
り
、
私
が
「
太
平
山
ザ
・
ブ
ー
ン
コ

ー
ス
の
ヤ
マ
ヒ
ル
調
査
」
に
つ
い
て
資

料
を
配
布
し
説
明
し
て
、
ヒ
ル
に
対
す

る
関
心
を
高
め
た
。 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
出
席
者
が
自

己
紹
介
し
、
各
団
体
の
活
動
状
況
等
を

報
告
し
、
懇
談
し
た
。 

私
は
初
め
て
の
出
席
で
し
た
が
、
各

団
体
員
と
の
親
睦
を
深
め
た
こ
と
は
今

後
の
山
行
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
確

信
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

秋秋

田田

県県

山山

岳岳

連連

盟盟

総総

会会  
  

  

四
月
三
十
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら

イ
ヤ
タ
カ
会
館
で
開
催
。 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

高
橋
守 

今
野
昌
雄 

後
藤
浩
二 

高
橋
吉
一 

畠
山
靖 

 

会会

務務

報報

告告  
 

〇〇
事事
務務
局局
会会
議議  

・
六
月
一
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
。 

 

会
報
百
二
十
六
号
等
発
送
。 

・
九
月
一
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
。 

会
報
百
二
十
七
号
等
発
送
。 

秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。 

出
席
者 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

  

編編
集集
後後
記記  

  

七
月
の
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
秋
田

市
及
び
県
内
各
市
町
村
で
は
河
川
の
氾

濫
等
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。 

猛
暑
の
中
、
被
災
さ
れ
た
会
員
の
方

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

太
平
山
の
登
山
口
へ
至
る
そ
れ
ぞ
れ

の
林
道
等
の
破
損
、
奥
岳
へ
の
登
山
道

の
崩
壊
も
大
き
く
、
修
復
に
は
数
年
か

か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

市
民
登
山
は
雨
で
中
止
と
な
り
、
高

齢
の
私
に
は
、
も
う
奥
岳
に
は
登
る
こ

と
は
無
い
の
で
は
と
思
う
と
、
と
て
も

寂
し
い
。 

 
 
 

 
 
 

鈴
木
裕
子 

「8月 11日山の日」 
秋田魁新報に掲載 

 提提供供  佐佐藤藤和和志志支支部部長長  
 


